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Ⅰ 美幌町の運動施設の現状と課題について 

 

美幌町スポーツセンターは、昭和４６年に建設し、その後管理棟（昭和４７年竣工）、

美幌町トレーニングセンター（昭和５１年竣工）を併設し、本町の様々な競技スポー

ツの活動拠点として、その役割を担ってきました。 

しかし、建設から４６年が経過し、施設設備の老朽化はもとより利便性や効率性な

ど多様化する利用者ニーズに応えることが難しくなってきている状況にあり、耐震診

断結果では耐震補強が必要であると診断を受けたことで、災害における避難所指定施

設として、適さない状態となっており、管理棟・トレーニングセンターも含め機能改

善が必要となっています。 

一方、活動の拠点であるスポーツセンターは利用頻度も高く、特に冬期間について

は、屋外競技スポーツが屋内での活動となることから、利用の調整を図っているもの

の活動場所が不足しており、十分な活動ができない状況になっています。 

 

１ 既存施設の現況 

 

１）美幌町スポーツセンター（昭和４６年竣工）・管理棟（昭和４７年竣工） 

  所 在 地：北海道網走郡美幌町字大通单５丁目８番地 

  延床面積：２，０２２㎡、フロア面積１，３６５㎡（39m×35m） 

  建設構造：鉄骨、鉄筋コンクリート造、２階建て 

  収容人員：３００人（観覧席） 

  主要施設：バスケットボール２面、バレーボール２面、テニス２面、バドミン

トン８面、他卓球、トランポリン、弓道 

  開館時間：９時～２１時３０分 

  休 館 日：年末年始（１２月３０日～１月５日） 

  修繕実績：H11 暖房設備改修 

H12 照明設備改修、管理棟屋根改修 

       H21 フロア改修、屋根葺き替え改修 

       H25 耐震診断調査 

       H26 消防設備改修 

       H28 給湯ボイラー取替修繕 

       H30 耐震補強工事、照明 LED 化改修予定 

課  題：老朽化に伴うフロアや屋根及び照明設備の修繕等を行ってきました

が、平成２５年に、耐震診断を行ったところ、強度不足となっており、

耐震補強が必要と診断されています。 

アリーナの長寿命化にあわせ、耐震補強及び内装や照明器具の LED

化、一部外構部分の改修が急がれています。 

管理棟部分では、現在、使用されていない集合煙筒(現在未使用)が

強度不足となっており、撤去が必要となっています。 

施設としては、玄関・受付・更衣室（シャワールームを含む）・器

具庫・トイレなどを有していますが、竣工後、改めて大規模な改修や

修繕などは行っていないため、長寿命化を最優先に、屋根・外壁及び

内装並びに水回りを含めた大改修が必要となっています。 
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２）美幌町トレーニングセンター（昭和５１年竣工） 

    所 在 地：北海道網走郡美幌町字西１条单５丁目３番地 

  延床面積：１，０５８．０８㎡ 

  建設構造：鉄骨、鉄筋コンクリート造、２階建 

収容人員：２３０人 

  主要施設：トレーニングルーム、事務室、研修室、調理実習室、視聴覚室、 

和室、図書室、ロビー等 

  開館時間：９時～２１時３０分 

  休 館 日：年末年始（１２月３０日～１月５日） 

  修繕実績：H13 トレーニングルーム２階増床改修 

       H25 トレセン屋根改修、耐震診断調査 

課  題：平成１３年に一部改修（トレーニングルームの増築を含む）してい

ますが、耐震診断では開口部の多い部分が耐震不足とされており、     

耐震改修にあわせ、屋根・外壁及び内装も含めた改修が必要となって

います。 

    

３）その他の社会体育施設  

     ・あさひ体育センター    （昭和６２年竣工） 

     ・B&G 海洋センター   （平成 ３年竣工） 

     ・柏ヶ丘公園野球場   （昭和４０年竣工、平成１１～１２年改修） 

少年球場  （平成１７年竣工） 

陸上競技場 （昭和４３年竣工） 

クロスカントリースキーコース 

     ・リリー山スキー場   （昭和４０年竣工、平成１１～１４年改修） 

     ・河畔公園ソフトボール場（昭和５９年設置） 

          スケートリンク（昭和５８年設置） 

          ゲートボール場（平成３年設置） 

          パークゴルフ場（平成４～７年設置） 

     ・あさひ広場公園多目的運動広場 

          サッカー・ラグビー場、ソフトボール場（平成元年竣工） 

     ・いなみテニスコート  （平成元年竣工） 

     ・美富公園テニスコート （昭和５１年竣工） 

     ・コミュニティセンター大集会室（昭和５６年竣工） 
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２ 既存施設の利用状況（実績） 

 

１）主な社会体育施設利用実績（過去 3 年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）スポーツセンター種目別利用状況（平成 28 年度） 

 

※11 月～4 月（冬期間）は屋外競技種目の利用が非常に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 H26 H27 H28 前年比

スポーツセンター 32,486人 35,001人 34,581人 99%

トレーニングセンター 16,856人 18,168人 19,467人 107%

　うちトレーニングルーム 6,993人 7,287人 8,203人 113%

あさひ体育センター 13,769人 13,897人 13,338人 96%

B&G海洋センター 9,376人 10,883人 10,512人 97%

リリー山スキー場 18,083人 19,427人 19,779人 102%

パークゴルフ場 33,980人 35,101人 18,989人 54%

種目

月別

4月 16 174 542 120 526 211 26 321 49 299 773 3,057

5月 13 2,787 18 139 156 28 93 35 221 3,490

6月 158 305 15 404 314 45 294 26 510 2,071

7月 18 1,306 21 167 188 22 368 467 2,557

8月 16 560 14 1,220 207 27 281 10 547 2,882

9月 93 1,019 29 539 229 28 352 17 784 3,090

10月 264 907 71 228 262 36 235 98 30 488 2,619

11月 16 1,490 440 124 242 261 46 253 10 172 1,021 4,075

12月 4 121 446 79 150 174 34 362 73 262 60 932 2,697

1月 90 141 491 77 249 170 21 197 49 237 117 1,191 3,030

2月 140 209 493 100 528 213 30 263 75 268 33 1,038 3,390

3月 119 663 545 93 285 307 16 332 81 430 1,187 4,058

計 947 9,682 3,125 593 4,677 2,692 359 3,351 337 1,854 240 9,159 37,016

※その他の利用は、陸上、スケートの基礎練習など

バドミン

トン

バレー

ボール

バスケット

ボール

ソフト

テニス

硬式

テニス
卓球 合計

トランポ

リン

ミニ

バレー

ゲート

ボール
サッカー 弓道

その他
（※）
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Ⅱ 屋内多目的運動場整備の必要性 

 

１ 計画の概要 

平成２５年度文部科学省委託事業「スポーツを通じた地域コミュニティ活性化促

進事業」において実施した「町民の運動・スポーツに関するアンケート調査」の結

果では、屋内多目的運動場の整備が必要であると答えた方が 43.5％と高く、同年、

スポーツ政策研究協議会における協議結果でも、屋内多目的運動場の必要性が提言

されており、整備を望む声が高まってきました。 

そうした町民のニーズもあり、美幌町屋内多目的運動場の整備事業は、第６期美

幌町総合計画（平成２８年度から平成３８年度）及び、第７次美幌町社会教育中期

計画(平成２８年度～平成３３年度)に位置付けられ推進事業としています。 

 この屋内多目的運動場は、主に冬期間のスポーツ活動の場を確保するため、多種

目の競技が行える施設として、ゲートボール、フットサル、テニス、ペタンク、野

球の練習さらに、ランニングスペースやボルダリングウォールなどの設備を備え、

スポーツセンターの補完的機能として、サブアリーナ的な利用やウォーミングアッ

プのスペースとしても活用が望まれています。 

   

    【国の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【町の計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

美幌町民憲章 

文化をたかめしあわせなまちにしましょう 

美幌町総合計画 

 基本目標：【育】夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり 

美幌町教育大綱 

 目標：総合計画の基本目標と一致 

第 7 次美幌町社会教育中期計画 

 3 つの推進目標を達成するための学習環境の充実（多目的運動場の整備検討） 

スポーツ基本計画（平成 29 年 3 月 24 日文部科学省策定） 

今後 5 年間に総合的かつ計画的に取り組む施策 

 １ スポーツを「する」「みる」「ささえる」スポーツ参画人口の拡大と、その

ための人材育成・場の充実 

（２）スポーツ環境の基盤となる「人材」と「場」の充実 

③スポーツ施設やオープンスペース等のスポーツに親しむ場の確保 
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２ 協議の経過 

昨今、本町の様々な競技スポーツで選手が活躍される中、冬期間における屋外スポ

ーツ競技の活動の場を確保することが課題となっており、スポーツセンターを中心と

した効率的な施設運営を図るため、早急に屋内多目的運動場の整備に取り組むことと

しました。 

今回の整備検討にあたっては、スポーツ関係団体や高齢者団体並びに障がい者団体

との意見交換や意見提案書を取りまとめ、スポーツ関係組織から選出された１０名の

委員からなる検討会議を設置しました。 

検討するにあたり、関係者とともに管内・管外の類似施設１２箇所を視察し、施設

の規模や面積、建設予定候補地の比較・選定、あるいは利用可能な競技内容など、５

回にわたる検討会議で協議・検討を重ねてきました。 

当初は、既存施設との併設により、設備・スペースの共有や施設利用の連動性を図

ることで検討してきましたが、施設視察した結果や協議する中で、施設は独立してい

ても隣接することで管理運営が可能であること、また既存施設の設備を共有したとし

ても、最小限の設備としてトイレや休憩室は必要であるとの共通認識に至ったことか

ら、ある程度の施設規模を設定した上で、建設予定候補地を選定しました。 

【協議経過の中で、確認されたこと】 

①施設の規模は、ある程度余裕を持った競技コートを確保すること。 

②規模を確保し、既存施設の近い場所に隣接すること。 

③利用する場合の利便性を考え、最低限のトイレや休憩室、器具庫、ランニン

グできるスペースを確保すること。 

④天井は多目的な利用を考え、最大限の高さを確保すること。 

⑤競技会や大会の開催などに主体をおくのではなく、屋外での活動ができない

期間に、屋外スポーツ競技の練習等活動ができる場所として整備すること。 

⑥床の仕上材は多目的に利用可能で、衛生的に優れた素材に配慮すること。 

今後はパブリックコメントを実施し、広く町民や各関係団体からの意見をいただき

ながら、幼児から高齢者まで多くの町民に親しまれ、特に未来を担う青少年の育成の

場として利用される新たな拠点施設として、スポーツ環境の整備を行うものです。 

 

３ 基本理念 

  多様化する町民ニーズに対応し、気軽に健康・体力つくりに活用でき、スポーツ

を通じた交流の活性化をはじめ、特に、未来を担う青少年の健全育成・基礎的運動

能力の向上などを図るため、利用しやすく既存施設との連動性が高く、以下の６つ

の機能を基本とし施設整備を推進するものであります。 

①町民の多様化、高度化するニーズに対応ができ、誰しもが利用しやすく地域交流

の活性化が図られる機能 

②町内の競技スポーツと生涯スポーツ活動を支援する機能 

③既存施設との連動性が図られ、効率よく利用することができる町のスポーツ活動

拠点機能 

④各種スポーツ講習会や小規模な大会が開催できる機能 

⑤施設管理において、省エネや環境・ランニングコスト縮減に配慮した施設機能 

⑥スポーツ活動以外にも有効利用が可能な多目的な機能 
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Ⅲ 屋内多目的運動場の整備概要 

 

１ 検討敷地の概要 

１）建設予定候補地の位置図 

 

 

検討会議において、７つの建設予定候補地を比較評価（表１：建設予定候補地比較

検討評価表）し、そのうち評価点の上位候補地４箇所を建設予定地候補地に絞り、次

の視点を考慮し候補地をさらに比較検討しました。 

 

〈上位候補地〉 A スポセン・トレセン等既存施設への併設 （37 点） 

       B 柏ヶ丘公園敷地内           （40 点） 

       C 单町公園               （36 点） 

       D あさひ体育センター周辺        （36 点） 

          旧美中跡                 （35 点） 

 

〈選定の視点〉①町有地を優先的に考慮すること。 

       ②建設にかかる費用を最小限に抑えられる場所であること。 

       ③既存施設との連動性が図られ、管理運営が効率的な場所であること。 

       ④多目的な利用が図られ、集まりやすい場所であること。 

       ⑤用途地域による制限等規制がなく、余裕のある規模を確保できる場

所であること。 
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２）建設予定候補地の検討 

 ここ 検討候補地 Ａ スポセン・トレセ

ン等既存施設併設 

Ｂ 柏ヶ丘公園敷地内 Ｃ 单町公園 Ｄ あさひ体育 

センター周辺 

所 在 地 美幌町大通单５丁目 

・西１条单５丁目 

美幌町大通单５丁目 

・西１条单５丁目 

美幌町東２条单２丁目 美幌町稲美１３５番

地 

敷地面積 約 1,300 ㎡ 約 4,000 ㎡ 約 6,400 ㎡ 約 2,300 ㎡ 

用途地域 第 1 種住居地域 都市公園 第 2 種中高層住居専用

地域 

第 1種中高層住居専用

地域 

現状と課題 併設するには敷地面

積が狭く、既存施設の

解体、改築もしくは町

道の区画変更が必要

となる 

ローラースケート場は

補助事業のため困難。さ

わやかトイレの東側は

クロカンコースと墓地

への車両通り抜けで使

用。東側の倉庫隣は一部

駐車場を利用すれば確

保可 

用途地域の規制のため

1,500 ㎡以上の施設及び

観覧席を有する建物は

建設不可。また隣接する

住民に対し騒音や除雪

等について理解を求め

ることが課題 

用途地域の規制のた

め 500㎡以上の施設は

建設不可。駐車場やグ

ラウンドに建設する

のは適当ではない。 

 

評価点の高い候補地を協議検討した結果、「Ｂ」の柏ヶ丘公園敷地内の北側駐車場

エリアが建設予定候補地として、適当であるとの結論に至りました。 

  

３）建設予定候補地の選定 
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 ２ 建設予定候補地の概要 

１）所 在 地  美幌町字西１条单５丁目３番地（柏ヶ丘公園内） 

２）敷 地 面 積  約 4,000 ㎡（駐車場約 97 台分含む） 

３）用途地域等  都市公園計画区域内、防火地域 法２２条区域 

    ４）地   勢  敷地は一部傾斜有り 

    ５）周 辺 状 況  東側：Ｂ＆Ｇ海洋センター及び管理用倉庫が立地している。 

             西側：更地であるが車両の通り道となる。 

             单側：既存スポーツセンター等の駐車場を挟み、スポーツセン

ター管理棟が立地している。 

             北側：雑木林を挟み美幌神社が立地している。 

 

３ 施設の機能 

１）スポーツセンターのサブアリーナ的機能 

２）ウォーミングアップ場所の確保 

３）冬期間または春先、秋口の芝更新時期や雨天時のスポーツ活動場所の確保 

４）屋外スポーツの利用（ゲートボール、フットサル、テニス、野球練習等） 

５）親子や高齢者の体力の維持・向上のための機能 

６）災害時における指定緊急避難場所としての機能など 

   

４ 施設の内容 

 施設の仕様については、次に掲げる項目を考慮するものとします。 

１）競技アリーナは、ゲートボールコート２面、フットサル練習コート１面、テニ

スコート２面、野球内野練習が可能な施設とする。 

２）天井の高さは、可能な限り高さを確保し、照明器具はＬＥＤ照明とする。 

３）安全性を考慮して、フットサルやテニスの競技に支障のない外周の面積を確保

する。 

４）競技アリーナは、人工芝とし、フットサルやテニス、ゲートボール競技に適し

た耐久性のあるものとする。 

５）各種教室などで利用することも配慮し、多様な用途に対応できるよう最小限の

器具収納スペースを確保する。 

６）テニスでも利用可能なスペースを確保し、テニスの支柱は差込式で取り外しが

簡易なウォームギア式とする。 

７）野球やソフトボールの練習も考慮し、壁や天井の照明器具の破損防止のため、

四方側面と天井に防球ネットを設置し、利用者の安全に配慮する。 

８）最小限の自然採光や外気も入れ、冬期間の利用を念頭に壁や窓の断熱性能に配

慮する。 

９）ボルダリングウォール（高さ４ｍ前後）を設置する。 

10）トイレは、男女別と多目的トイレを設置する。 

11）水飲み場、手洗い場、簡易な給湯機器等を設置する。 

12）休憩室は、競技アリーナが確認できるよう仕切り、待機者の休憩やミーティ

ングできるスペースを確保する。 
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13）競技アリーナの内壁上部を利用したウォーキング又はランニングができるス

ペース（幅２ｍ程度）を確保し、床面は合成ゴム舗装などの柔らかい素材とす

る。 

14）暖房器具は、冬期間も内気温が１５℃程度を保てる暖房設備とする。 

15）粉塵を考慮した空調設備とする。 

16）避難出口や消防設備など、防火・防災上の安全も配慮する。 

17）屋根からの落雪及び堆雪スペースを考慮し、管理運営上支障ない屋根の構造と

する。 

18）高所作業車が出入りできる扉を設置する。 

19）放送設備を設ける。 

20）玄関から競技アリーナへは、外靴を履き替えずに出入りできる仕様とする。 

21）出入り口やトイレ等ユニバーサルデザインに配慮する。 

 

５ アリーナの規格【競技コート及び規模】 

   利用が可能な各種競技のコート及び大きさについては、以下のとおりとします。 

１）ゲートボール   ：１５m×２０m 

２）テニス      ：１０．９７m×２３．７７m 

３）フットサル    ：１６m×３２m（練習コート）   

４）野球場の内野   ：少年野球＝各塁間２３m、 一般野球＝２７m    

５）ソフトボール   ：内野練習＝各塁間１８．２９ｍ 

６）ペタンク     ：５m×１２m 

７）陸上競技     ：直線４０m 程度、スタートダッシュなどの基礎練習 

８）ラグビー         ：コートに関係なく練習スペース 

９）ボルダリング   ：壁面を利用したボルダリングウォール（高さ４ｍ前後）

※下部に安全マット設置 

 

６ 建物の概要 

  １）構  造   鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）２階建て 

           ※基本設計等において、その他構造との比較検討を行う。 

２）施設面積   １階     約１，２６０㎡（３０ｍ×４２ｍ程度） 

          競技アリーナ １，０８０㎡（３０ｍ×３６ｍ程度） 

         ２階       約３７０㎡ 

         延べ床面積  約１，６００㎡ 

３）床  面   メインアリーナ ：人工芝 

         ランニングコース：合成ゴム舗装 

４）競技コート  ゲートボール ２面、フットサル １面、テニス ２面、 

野球、ソフトボール、ラグビーの練習 

５）アリーナ外周 ランニングコース、ボルダリングウォール 

６）その他設備  休憩室、トイレ（男・女、多目的）、水飲み場、給湯設備、 

器具収納庫、機械室、防球ネット、駐車場等 

７）施設利用のイメージ（図１） 

８）工事費概算  概ね６億５千万円を見込む（外構工事費を含む） 
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７ 事業期間  平成２９年度から平成３２年度 

 

８ 事業スケジュール 

 年  度 内   容 

平成２９年度 

 

 

 

 

 

 

○基本構想策定 

 ・整備検討会議の開催 

 ・類似施設の視察 

・スポーツ関係団体等との意見交換 

・パブリックコメントの実施 

・施設整備候補地の選定 

○予算要求（基本設計、各関係予算） 

○整備用地確定、現況測量、地質調査 

○基本設計 

平成３０年度 

 

○実施設計 

○予算要求（建設工事、工事管理） 

平成３１年度 

 

○建設工事 

○工事監理 

平成３２年度 ○外構（駐車場等） 

 



 

 

（表１） 建設予定候補地比較検討評価表
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①スポセン・トレセン併設 ②柏ヶ丘公園敷地内 ③南町公園 ④旧美中跡地 ⑤旧東京電波跡地 ⑥あさひ体育センター周辺 ⑦その他（北中隣地）

点数 点数 点数 点数 点数 点数 点数
2km圏内 3 2km圏内 3 2km圏内 3 2km圏内 3 2km圏内 3 2km圏内 3
2km～3km未満 2 2km～3km未満 2
3km以上郊外 1 3km以上郊外 1
標高が高い -1 高台にある -1 高台にある -1 高台にある -1
バス停が遠い -1 バス停が遠い -1
利用者への影響が小さい 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3
利用者への影響が多少ある 2 影響は多少ある 2
連動性が図られる 3 施設を共有できる 3 連携が図られる 3
連動性がやや図られる 2 連動性が一部図られる 2
連動性がない 1 連動性が図られにくい 1 連動性が図られにくい 1 連動性が図られにくい 1 連動性が図られにくい 1
運営体制が一体にできる 3 一体管理できる 3
運営体制が連携しやすい 2 管理が連携できる 2 管理が連携できる 2
運営体制が図られにくい 1 独立管理が必要 1 独立管理が必要 1 独立管理が必要 1 独立管理が必要 1
道路幅員が6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2 6ｍ～8m未満 2
道路幅員が6ｍ未満 1
3方面以上のアクセス 3 野崎、国道側、元町徒歩 3 東西南北方面 3 国道、鳥里、新町 3
2方面のアクセス 2 野崎、国道側徒歩 2 稲美、国道 2
1方面のアクセス 1 美中坂のみ 1 国道39からのみ 1
上下水道、電気が布設されている 3 上下水道、電気が布設 3 上下水道、電気が布設 3 上下水道、電気が布設 3 上下水道、電気が布設 3 上下水道、電気が布設 3 上下水道、電気が布設 3
上下水道、電気いずれか延伸が必要 2 上下水道、電気の延伸必要 2
除排雪スペースに余裕あり 3 除排雪スペースに余裕あり 3 除排雪スペースに余裕あり 3 除排雪スペースに余裕あり 3 除排雪スペースに余裕あり 3 除排雪スペースに余裕あり 3 除排雪スペースに余裕あり 3
除排雪スペースは若干あり 2 既存施設の落雪 2
住宅地の隣接なし 3 住宅地の隣接なし 3 住宅地の隣接なし 3 住宅地の隣接なし 3 住宅地の隣接なし 3 住宅地の隣接なし 3
住宅地が一部隣接 2 住宅地が一部隣接 2
住宅地に隣接している 1 隣接している 1
住居地域用途地域内の規制が少ない 3 住居地域規制が少ない 3 住居地域規制が少ない 3
住居地域用途地域内の規制が大きい 2 住居地域規制が大きい 2 住居地域規制が大きい 2 住居地域規制が大きい 2 住居地域規制が大きい 2
都市公園指定に計画変更が必要 1 都市公園計画の規制 1
緑地や動植物の影響が少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3 影響は少ない 3
緑地や動植物の影響が多少ある 2 一部伐採、移植が必要 2
用地取得に財政負担ない 3 負担なし 3 負担なし 3 負担なし 3 負担なし 3 負担なし 3
用地の転用が必要 2 用地の転用が必要か 2
用地の取得に財政負担がある 1 用地の取得に財政負担 1
大規模な造成工事が想定されない 3 大規模な造成工事はない 3
一定程度の造成工事が想定される 2 一部駐車場等の整備 2 一部駐車場等の整備 2 一部駐車場等の整備 2 一部駐車場等の整備 2 一部駐車場等の整備 2
大規模な造成工事が想定される 1 耐震工事など大規模改修 1
建設敷地や駐車場の拡張がない 3 拡張はない 3 拡張はない 3 拡張はない 3 拡張はない 3 拡張はない 3 拡張はない 3
建設敷地や駐車場の拡張が少ない 2 拡張は少ない 2
1,400㎡以上（35m×40ｍ以上） 3 1,400㎡以上 3 5,200㎡以上 3 1,400㎡以上 3 10,000㎡ 3 1,400㎡以上 3 15,000㎡以上 3
1,200㎡以上1,400㎡未満（32m×37.5m） 2 1,295㎡ 2
団体からの希望が4件以上ある 3 11団体希望 3 6団体希望 3
団体からの希望が1～3件ある 2 3団体希望 2 3団体希望 2 1団体希望 2 3団体希望 2
団体からの希望がない 1 要望なし 1

規模面積が足りない -3
駐車場の一部利用で駐車

場拡大が必要 -1
住居専用地域で規模の制

約と住民理解が課題 -3 他の利用を検討 -1 利用者には遠すぎる -1
グラウンド又は駐車場がつ

ぶれる -3 用地取得が課題 -3

比較評価点 37 40 36 35 34 36 33

柏ヶ丘公園敷地内 40 点(得点上位候補地）

スポセン・トレセン併設 37 点

南町公園 36 点
あさひ体育センター周辺 36 点

周辺住民への影響

都市計画上の位置づけ

自然環境への影響

利

便

性

市街地中心からの距離

交通弱者への配慮

現行施設利用の影響

施設の共有・連動性

管理運営

団体からの候補地要望

その他特記事項

検討項目 評価内容 配点

用

地

条

件

用地取得の条件

造成工事

敷地の拡張性

敷地面積（規模）

立

地

環

境

前面道路の幅員

多方面からのアクセス

ライフライン整備

除雪等の条件

周

辺

環

境



 

 

（図１）施設利用のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 屋内多目的運動場は、スポーツセンター等の既存施設を補完し、特に冬期間の屋外スポーツ

競技の練習場所として整備するもので、各競技が公式かつ正規なコートで競技会を開催するた

めの観覧席等の条件を備えていないまでも、多種目で多目的な利用が可能な施設として位置づ

ける。 

 また、既存の競技種目のほか、利用者ニーズへの施設付加も考慮する。 

陸上競技等基礎練習 高齢者等ウォーキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（最大 300人規模） 

 

 

 

 

 

ゲートボール 

フットサル、 

テニス、ソフトテニス 

ペタンク、 

ラグビーの練習 

野球の練習 

ソフトボールの練習 

 

幼稚園・保育園雨天時の運動会 

学校等レクリエーション 

明和大学ミニ運動会 

屋外スポーツ競

技の冬期利用 

 

教育利用等 

 

夏期雨天の利用 

 

ボルダリング 
個人・親子 

利用 

 

車いす 

テニス 

ペタンク 

パークゴルフ 

障がい者 

利用 

 

ホール 

風除室 

休憩室 

（40名程度） 

器具庫 

トイレ 

（男女・

多目的） 

機械室 

階段 

災害時の一時避難所 

講習会 

実技会場 

 

放送機材 

大
型
搬
入
口 

その他の利用 

 

社会体育 

事業 

 

暖
房
設
備 

競技に支障の

ない程度の天

井の高さを確

保する 

競技フロア上部は

平屋吹抜で、2階外

周にランニングや

トレーニングエリ

アを設ける 
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Ⅳ 資  料 

 

 

１ 屋内多目的運動場整備検討会議委員名簿 

 

 

1 伊藤　善啓 NPO法人美幌町体育協会会長 座長

2 平間　圭介 NPO法人美幌町体育協会副会長

3 清水　良哲 NPO法人美幌町体育協会専務理事

4 佐藤　章平 NPO法人美幌町体育協会理事 副座長

5 柏葉　良一 NPO法人美幌町体育協会正会員

6 尾形　美幸 美幌町スポーツ推進委員

7 田村　幸人 美幌町スポーツ推進委員

8 早川　志津雄 美幌町スポーツ少年団本部長

9 田中　孝茂 美幌町自治会連合会体育部会長

10 久保　仁美 美幌町ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ運営指導員

【事務局】

1 平野　浩司 美幌町教育委員会教育長

2 田村　圭一 美幌町教育委員会教育部長

3 浅野　謙司 美幌町教育委員会スポーツ振興主幹

4 澤田　孝洋 美幌町教育委員会スポーツ振興グループ主査

5 竹下　　豊

6 庭本　和義

7 堀江　久光

美幌町教育委員会スポーツ振興グループ振興担当

美幌町教育委員会スポーツ振興グループ振興担当

美幌町教育委員会スポーツ振興グループ振興担当

会議役職№ 氏　　名 推薦団体役職等
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２ 検討会議協議経過 

 

 

３ 類似施設視察経過 

 

 

 

 

 

会　議　名 期　　日 場　　所 出席者 主な協議内容等

第1回検討会議 平成29年4月6日
トレーニング
センター

伊藤善啓
ほか8名
事務局8名

・役員選出
・屋内多目的運動場の整備概要について
・検討項目について
・今後のスジュールについて

第2回検討会議 平成29年4月28日
トレーニング
センター

伊藤善啓
ほか8名
事務局7名

・先進地視察の結果について
・検討項目の協議について

第3回検討会議 平成29年5月12日
トレーニング
センター

伊藤善啓
ほか8名
事務局7名

・意見提案書の取りまとめについて
・施設の規模について
　①競技内容　②コート規模　③床面の材質
・建設候補地の選定について

第4回検討会議 平成29年5月18日
トレーニング
センター

佐藤章平
ほか7名
事務局7名

・施設の規模について
・建設予定候補地について
・基本構想（案）について

第5回検討会議 平成29年5月26日
トレーニング
センター

伊藤善啓
ほか5名
事務局7名

・基本構想（案）について
　①施設の規模　②施設の内容　③建設候補地

期　　日 参加者 視察施設 主な感想

大空町東藻琴「すぱーく東藻琴」
・補助事業で規格が決まっている。（天井が
低い）

大空町女満別「多目的室内広場」
・道の駅と併設されイベントなど多目的に利
用

網走市「オホーツクドーム」
・規模が大きいが維持費も負担大

北見市常呂「屋内多目的競技場Do」
・冬寒い。休憩室は室内から競技場が見れて
広い

北見市端野「サンドーム'94」
・建設費は安い。気温差で結露が問題。土は
はゲートボール以外の種目は使用しにくい。

佐呂間町「ホワイトドーム」
・冬は寒く夏は暑い。粉塵と落雪対策が難
天幕の交換（15年）に4,645万円

湧別町「すぱーく湧別」
・補助事業で規格が決まっている。（天井が
低い）サロマ100kmマラソンでも使用

遠軽町「えんがる高齢者スポーツセ
ンター」

・作業車両が入れる。休憩室が広い。壁の補
修などが課題

平成29年4月22日

標茶町「全天候型多目的町民ふれあ
いプラザゆう」

・防球ネットは2枚設置で衝撃吸収。粉塵で
畳の休憩スペースは使用できない。上部の窓
は遮光ガラスを使用

～
別海町「町民ファミリースポーツハ
ウス」

・温風暖房6基で室温は15度を維持。屋根に
換気窓。鉄骨に錆が目立つ

中標津町「３３０°アリーナ」
・サブアリーナはメインと同様に競技会で使
用。団体で区分やアップ場所など多目的に使
用が可能。広さに十分な余裕がある。

小清水町「ふれあいアリーナ」
・ゲートボール協会が通年使用。单側の窓は
不要。散水が必要

平成29年4月13日

伊藤善啓
田村幸人
弥三谷和貴
建築担当
事務局3名
計7名

平成29年4月18日

田村幸人
建築担当
事務局3名
計5名

伊藤善啓
佐藤章平
千葉孝次
清水良哲
平間圭介
今井紀幸
田中孝茂
田村幸人
建築担当
事務局7名
計16名

平成29年4月23日
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４ 関係団体との意見交換会開催経過 

 

５ 町内スポーツ団体 

 １）体育協会加盟団体            ２）スポーツ少年団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

３）教育機関等 

 

 

 

 

区分 № 団体名

1 美幌町ペタンク協会
2 美幌ゲートボール協会
3 美幌町陸上競技協会
4 美幌町サッカー協会

5 美幌テニス協会
6 美幌町ラグビーフットボール協会
7 美幌町野球連盟
8 美幌町ソフトテニス協会
9 美幌町ソフトボール協会
10 美幌町パークゴルフ協会
11 美幌スキー連盟

12 美幌スケート協会
13 美幌剣道連盟
14 美幌柔道協会
15 美幌銃剣道連盟
16 美幌水泳協会
17 美幌卓球連盟
18 美幌町ミニバレー協会

19 美幌トランポリン協会
20 美幌バスケットボール連盟
21 美幌ミニバレーボール協会
22 美幌町バドミントン協会
23 美幌町バレーボール協会
24 北海道ボウリング連盟美幌支部

総合 25 びほろスポーツクラブBeet

屋
外
ス
ポ
ー

ツ
競
技

屋
内
ス
ポ
ー

ツ
競
技

区分 № 団体名

1 美幌ＵＦＯサッカー
2 美幌ジュニア野球

3 旭ベースボールクラブ
4 美幌ラグビー

5 美幌陸上クラブ
6 美幌ソフトテニス

7 美幌ペタンク
8 美幌ジュニアアルペン

9 美幌クロスカントリースキー
10 美幌スピードスケート

11 美幌トランポリン
12 美幌ミニバスケットボール
13 美幌旭バレーボール

14 美幌水泳
15 美幌卓球クラブ

16 美幌剣道
17 美幌銃剣道

18 美幌柔道・相撲
19 大東流合気武道美幌

屋
内
ス
ポ
ー

ツ
競
技

屋
外
ス
ポ
ー

ツ
競
技

1 美幌大谷幼稚園 6 美幌東陽小学校
2 美幌藤幼稚園 7 美幌旭小学校
3 町立保育園・保育所 8 美幌中学校
4 ひまわり保育園 9 美幌北中学校
5 美幌小学校 10 美幌高等学校

回 期　　日 場　　所 出席団体 主な意見内容等

第1回
平成29年4月17日
午後1時30分～
午後2時30分

トレーニング
センター

ゲートボール協会
ペタンク協会
パークゴルフ協会
スポーツクラブBeet

・ペタンクは鉄球を使用するので床が必然的に土が
よい。
・ゲートボール協会は以前からずっと要望してきた
が、今になって整備をすることに疑念を持つ
・どのような種目が使用できるのか

第2回
平成29年4月19日
午後6時30分～
午後7時30分

トレーニング
センター

ソフトボール協会
バスケットボール連盟
ミニバレーボール協会
柔道協会
バドミントン協会
剣道連盟、剣道少年団
銃剣道連盟
柔道相撲少年団

・総合計画の中でゲートボールからの陳情の話しか
なかったのか。総合計画に多目的運動場建設に至っ
た経過を教えてほしい。
・建設場所はどこを想定しているのか。
・来年スポーツセンターは使えないのだから管理棟
も含めて立て直して、そこに多目的も繋いで建てた
方が効率はいいのではないか。

第3回
平成29年4月27日
午後2時30分～
午後3時00分

しゃきっとプ
ラザ

老人クラブ連合会役員
・高齢者なので車がないとその場所までいけないと
か、事故があると困るので近くにないといけない。

第4回
平成29年5月1日
午後6時30分～
午後7時30分

トレーニング
センター

ソフトテニス協会
クロスカントリース
キー少年団
旭ベースボールクラブ
ラグビー少年団
旭バレーボール少年団
北中学校
美幌高校
大谷幼稚園
藤幼稚園

・施設の規模はどのくらいを想定しているのか
・観覧できるスペースは考えているか。
・建設予定地はどこあたりを考えているのか。
・クライミングウォールについてどういったものを
考えているか。

第5回
平成29年5月22日
午前10時00分～
午前10時30分

しゃきっとプ
ラザ

障がい者自立支援協議
会役員

・観覧席のようなものは考えられているのか
・障がい者の利用に配慮したバリヤフリー機能
・屋内の競技場をつくるということはとても良いと
思う。
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６ 施設規模の検討経過 

 ①パターン A（最小限）1,140 ㎡      ②パターン B（最大限）1,672 ㎡ 

 

③パターン C（素材別）1,404 ㎡      ④パターン D（同素材）1,140 ㎡ 

 

 

 

 

ランニング(アップ）エリア 3 6 ＋ 4 2 × 2 （1周約１56ｍ）

テニス

フットサル

3 8 × 4 4 ｍ＝1， 6 7 2 ㎡ 最大

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル

野
球
内
野

ランニング(アップ）エリア 2 8 ＋ 3 6 × 2 （1周約１２８ｍ）

テニス

フットサル

3 0 × 3 8 ｍ＝1， 1 4 0 ㎡ 最小

野
球
内
野

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル

ランニング(アップ）エリア 3 4 ＋ 3 7 × 2 （1周約１42ｍ）

テニス

フットサル

3 6 × 3 9 ｍ＝1， 4 0 4 ㎡

野
球
内
野

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル

ランニング(アップ）エリア 2 8 ＋ 3 6 × 2 （1周約１２８ｍ）

テニス

フットサル

3 0 × 3 8 ｍ＝1， 1 4 0 ㎡ 最小
　機械
　室 器

ポーチ 休憩室 具
女 男 ６３㎡ 庫

多目的

　トイレ 階 段

トイレ トイレ

野
球
内
野

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ

ォ
ー

ル
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⑤パターン E（一部素材別）1,140 ㎡     ⑥パターン F（テニス２面に修正） 

 ⑦パターン G（弓道・ペタンクを追加） 

 

 

 

ランニング(アップ）エリア 2階（高さ５ｍ）
2 8 ＋ 3 6 × 2 （1周約１２８ｍ）

直
線

4
4
ｍ

テニス

フットサル

3 0 × 3 8 ｍ＝1， 1 4 0 ㎡

　機械
　室 器

ポーチ 休憩室 具
女 男 ６３㎡ 庫

多目的

　トイレ 階 段

トイレ トイレ

ペ
タ
ン
ク

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ

ォ
ー

ル

野
球
内
野

ゲ
ー

ト
ボ
ー

ル

ランニング(アップ）エリア 3 0 ＋ 3 6 × 2 （1周約１３２ｍ）

4 m 3 ｍ

野球内野

テニス テニス

フットサル

3 2 × 3 8 ｍ＝1， 2 1 6 ㎡

器 放送

具 休憩室

庫 ６０㎡ ポーチ
女 男

　機械 多目的 階 段

　室 　トイレ

1 階 3 2 × 4 4 ｍ＝ 1 , 4 0 8 ㎡＋ 2 階 4 5 6 ㎡
計 1 ， 8 6 4 ㎡ (延べ面積）

ゲートボール

トイレ トイレ

　　ボルダリングウォール

ピッティング 弓

ペタンク２面 道
5 × 3 2 ＝ 1 6 0 ㎡

ランニング(アップ）エリア 3 0 ＋ 3 6 × 2 （1周約１３２ｍ）

4 m 3 ｍ

野球内野

テニス テニス

フットサル

3 2 × 3 8 ｍ＝1， 2 1 6 ㎡

器 放送

具 休憩室

庫 ６０㎡ ポーチ
女 男

　機械 多目的 階 段

　室 　トイレ

1 階 3 2 × 4 9 ｍ＝ 1 , 5 6 8 ㎡＋ 2 階 4 5 6 ㎡
計 2 ， 0 2 4 ㎡ (延べ面積）

トイレ トイレ

　　ボルダリングウォール

ゲートボール



 

 

７ 屋内運動施設舗装材比較表（全天候舗装） 

㈱日本体育施設提供 
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